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1。第2 回研究発表会報告

日本りスク研究学会主催の第 2 回研究発表会が1989年12月9日(士)1こ国立教育会館(東

京都千代田区)で開催され九。参加者登録は97名で、このうち会員は79名であっ九。各研

究発表は 5 つのセッションに分けられ、合計14編の研究論文が発表され九。最初の 3 セ',

シ,ンでは疫学、都市防災、製造物責任をテーマに 3 人の先生方にレビュー講演をしてい

九だき、それに関する一般の研究発表があっ九。しかし、製造物責任のテーマについては、

今回一般の研究発表の申し込みがなかうたのが残念である。残りの 2 つのセッシ,ンでは

上記 3 テーマ以外の一般募集し九研究発表は公共的意思決定とりスク・コミュニケーシ"

ンの 5 件が報告され九。研究発表会のプログラムを以下に示す。なお、講演予稿集は余部

がありますので必要な方は事務局まで申し込み下さい。(一部 2,500円)

ニス. ニタオ1"ー、

Japan-section)

発行責任者・池田

編集・中村

January,1990

セ ソショ

レヒュ

第2 回日本りスク研究学会研究発表会プログラム

司会池田正之(京都大)(疫学) 9:00 - 10:55

清水弘之(岐阜大)疫学からみ九りスク評価

高血圧症疫学におけるりスク評価:田中平三(東京医科歯科大)

大前和幸(慶応大)職業ガンにおけるりスク評価

幹線道路沿道における大気汚染とその健康影響評価:小野雅司、

田村憲治、 0村上正孝

(国立公害研)
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(都市防災) 11:00 -・12:30 司会黒田勝彦(京都大)

都市防災からみ九りスク評価と対策:亀田弘行(京都大)
河川行政とりスク概念 市川新、 0水野敏之(東京大)
自然災害りスクと士地利用計画: 黒田勝彦(京都大)

0難波義郎(近畿大)

(製造物責任とりスク) 13:30 - 14:10 司会朝見行弘(福岡大学)
製造物責任りスクとその対策: 新井克(安田火災海上保険)

(公共的意志決定) 司会盛岡通(大阪大学)14:15 - 15:30

ごみ焼却工場に由来の未規制化学物質によるりスクの評価

山本武(大阪市立環境科学研)

不確実性を考慮した価値関数による公共的りスク評価の方法論

0田村担之、松井善郎、

鳩野逸生(大阪大)

環境りスク負担と対策コストの公平性

0中村豊、池田三郎(筑波大)

セッショ

レヒュ

セッション4

ン3

ア

セッション5

司会広瀬弘忠(東京女子大)

リスク管理における社会・文化要因の評価

士井陸雄(横浜市大)

リスク・コミュニケーションの効果( 3 )

0木下富雄(京都大)

吉川肇子(京都学園大)

懇親会

2。第4回理事会報告

日時:12月9日(士):12時一13時

場所:国立教育会館 6 階6 03 準備室

出席者:末石(会長)、横山(副会長)、朝見、池田(正)、池田(三)、小林、林、田中、

盛岡、吉本(石崎の代理)、黒田

審議事項

(D 第 3 回議事録く6月2 4日)は確認され九。

(2)新会員の承認(前回 6月以後 2 1 名の入会と 1 名の退会を承認し九)。
(3)事務局より報告:

D 会員状況、前理事会以後(1989年6月15日一 12月1日まで)は下記の通りである。

18:00 19:1 5
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正会員

準会員

賛助会員

継続

70

4

目本 N U S (株)

チバガイギ(株)

J R 東海(株)

電力中研(財)

動燃事業団(東海)

東京火災海上(株)

2)会計状況:学会誌の発行と送料の九め本年度予算に若干の赤字が見込まれることが
報告され九。

3)学会誌関係:予定より少し遅れたが創刊号を 9月末に発行し、会員に発送し九。創刊

号は学会の宣伝や後の会員の九め450 部印刷し九ので十分な予備があ

るので、大いに活用してもらい九い(1部2、 500円、九だし、学会

の宣伝には無料贈呈を考えているので、事務局に請求して下さい)。
4) S R A本部理事会ヘの招待出席

池田事務局担当理事が S R A (親学会)の年次大会(10月2 9 臼一 11月1日、

San Francisco )に参加し九際に S R A理事会に招待され、今後の恊力関係にっいて

討議しナこことについて報告があっ九。最近の SRA JaP勧一section の発展と活動は大

いに注目を浴び、「理事会の正式メンバー(地域代表)となれるよう次回の理事会で

決定するので、学会からの代表の候補を指名してくれるようにとの要請を受け九」と

の報告があり、討議の結果、池田事務局担当理事を指名し九。

(ι) 19 9 0年度総会は第 1 期役員の改選時期であるので早めの準備を進めることと成っ

九。学会の墓礎を固め、継続性と新しい発展をはかる九めに、原則として現役員の続

投と、新九に 5 ~ 6 名程度の増員を不足している分野から求めることとなっ九。現在

の役員から候柿者を推薦してもらい、次回の理事会で総会ヘの提案を決定することと
なっ九。まナこ、事務局ももう 1 期継続することとなっ九。

(5) 1 9 9 0年度春季講演会とジンホ'ジ、払の準備状況について

災害とりスク(仮題)テーマ

臼時、:1990年6月3日(士)

企画担当:石崎理事、吉本氏(建設省士木研究所)、

吉本会員より企画案の説明があり、講演とジンホ'ジ、ウムでは「地球温暖化問題」と関連し

九自然災害の面でのりスクも取り上げること、各講師の論点の要約版を作成すること

となっ九。ま九、予算面での制約の九め、講演会ヘの後援依頼の可能性などを企画委
員にお願いすることになった。

新規入会

20

1

退会

0

合計

0

89

5

6

2 0 0
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( 6 ) 第3 回研究発表会の企画・実行委員の選出

朝見理事(product Liability,法律関係)、林理事(病理.医学関係)、
北畠理事(環境・資源関連りスク)、小林理事(一般)に各セッシ,ンの企画をお願
いすることとなっ九。時期は 12月上旬の予定。

3。年次総会・春季講演シンボジウム案内

年次総会(第2 期の役員逮出)と第3 回の春季講演シンポジウムを下記の要領で開催す
ることになりました。

趣旨本年度(19 9 0)から国際防災の 1 0年(1 D N D R)が始まり、世界が自然災
害の防止、軽減に集中的に取り組むことになっています。ま九、地球温暖化にともなう自
然災害の増加にっいても世界各地で大きな話題となっています。災宝とりスクは証感とし
てはかなり異なっ九ものですが、意味的には共通するものを多く含んでいます。日本にお
けるりスク研究はま光1者にっい九ばかりですが、りスク概念による視点が自然災害(ま九
は人災、技術災害)の防止と軽減にどのように貢献できるのか、第一線で活躍されている
関係者にお集まりい九だき、その司能性と限界を議論しょうとするものです。

1 9 9 0年6月2日(士):午後 1時一 5時半(年次総会も含む)

場所 東京大学工学部都市工学科82番教室

(東京都文京区本郷2丁目)

年次総会

日時

む司シンポ

総会・講演シンポジウムの概要

特別講演:地球温暖化と自然災害

講演者:木下武雄(国立防災科学センター、第一研究部長)

パネル討論:自然災害の防止、軽減にりスク的視点はいかに貢献できるか

司会予定:片山恒夫(東京大学生産技術研究所、教授;地震災害とりスク)
討論者 石崎勝義(建設省土木研究所、研究調査官;自然災害りスクと対策)

岡田憲夫(鳥取大学工学部、教授;りスク分析手法)
梶秀樹(筑波大学社会工学系、教授;都市災害とりスク)
土屋義人(京都大学防災研究所、教授;風水害とその歴史的変化)
吉村秀(N H K、解説委員;自然災害とマスコミ)

(終了後に討論者を囲んだ懇親会を予定しています)

ジウム

1:

2:

00

00

1:

5:

45

30
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4。学会誌第2 号原稿(論文)募集

当学会では今年8月に日本りスク研究学会誌第2 号の発刊を予定しております。会員の

皆様の研究成果を研究論文ま九は寄稿論文として下記の要領で原稿をまとめて投稿してい

九だけるようお願いい九します。ま九りスクに関することなら何でも結構ですので、日々

考えておられる事をエッセイま九は評論としてまとめてい九だいたものでも寄稿論文ある

いは短信として受け付けますので、よろしくお願いい九します。

a)原稿締切:1990年2月28日(研究論文)

3月31日(寄稿論文、短信)

(2)原稿枚数:研究論文 8ページ以内

寄稿論文 1 ~ 6 ページ、 短信 ^2^^ジ

なお、規定ページ数におさまっ九場合は掲載料は無料としますが、超過

し九場合は、超過し九ページ数に応じて印刷等に係わる費用を負担して

いただくことになります。

(3)論文別刷: 100部以上50部単位で、有料にて申し受けい九します。

(4)原稿サイズ:1 ページにつき 40行22字詰で 2 段組(図表等すべて含む)

(5)採否の決定:寄稿論文及び短信は査読を行なわず、編集委員会が採否を決定い九しま

す。研究論文は複数(2 名程度)の査読者による審査結果にもとずいて、

論文編集委員会が採否を決定い九します。

(6)投稿要領:日本りスク研究学会誌創刊号に記載の日本りスク研究学会誌投稿規程を

熟読の上、投稿して下さい。

(フ)執筆要領:日本りスク研究学会誌創刊号に記載の日本りスク研究学会誌原稿作成要

領を熟読の上、原稿を作成して下さい。ま九、創刊号の各論文の体裁も
参考にして下さい。

5。 SRA年次学会の参加報告(池田三郎:筑波大学)

大地震のあと問もないSan Francisc0 で開催が危ぶまれた S R A の年次学会が 10月

2 9日から 4 目問の日程で行なわれました。西海岸で開催されることでもあり、学会の雰

囲気を知る九めに参加しまし九。約 7 0 近いセッシ"ンからなり、 5 - 6 の分科会が同時

進行するという大きな学会でし九。昼食時には、ゲスト・スピーカーの講演を聞きながら

会食する( 4 0 0 - 5 0 0 名)という毎日でし九。今回は大物スピーカー(WHliam D. R

Uckelshaus:前 E P A 長官、 Donald Kennedy:スタンフォード大学総長、元 F D A コミショ

ナーなど)が登場して、行政と科学の狭問におけるりスク分析と管理の豊富な経験を各々

ユーモアをまじえて聞くことができまし九。

今回の学会では特に," AIDS"、" Earthquake"、
,,

R i g h t - t o

k n o w "というスーパーセッシ,ンカ珠且織され地方自治体や一般市民の参力口を数多く

みかけまし九。そのほか、特に気のつい九ものでは"Global Risk Analysis","Risk and

Ethics: procedura1 1Ssues","computer-software Delnonstration"がありましナこ。日本

からは下記の 3 件の発表が本学会員(SRA Japan section)によっておこなわれまし九。

D S. 1 keda, S. Nishi司Ura, T. Mor ioka & Y. Yamamoto "A Mode l of Mea sur ing

Effects of Drug safety lnformation on pubHC Risk perception"

2) H. SM mooka, T. Taniguch i & S. Kondo "Transition of pubHC A ttit udes

toward Nuclear power from 1987 t0 1988 in Japan"

3) T. Murayama & S. Harashina "Evaluation on a Risk by Residential p011Ution

-5-
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次回の S R A 学会は Neworleans

記事を載せておきます。

V01Ⅱme 9, Number 3

RISK πewsletter

October29: SRA 1989 Meeting
in san Francisco

(Lousi師a州)です。参考の九めに SRA Newsletter

,μblished by the soclE1γjorRISKAⅣAιysls

B.10hn Gardck P祀Sident a11d
Ch血lna110f血e 該)ard ofHC稔rd

Lowe,即dG飾ick,1nc.,Newp0π
Beach,ca磁omia,W氾b此ome小e
S伽iew'snm山Ptesident田治 1989
AnnⅡalMeeting in saflF卿Icisco.
Dudng thepast yearhehasserved
aS 山e chairman of the AnnⅡal

Mee紅ngs commiltee, a11 0f驫Ce
如didona11y held by 山e president、
elect.

Gardck, a11iⅢ10vator hlqU飢.
Ⅱ仏tivedskassessment(QRA)for
Iarge engineered systems, pardcu-
Iarlynudearpower,aer0叩ace,飢d
Chemicalplocess systems. believes
山atthe discipline of dsk an址ysis
is " beginning t010ok likeacoher、
ent 即d S紅'uct111ed applied science"
飢d 止at by qU飢Ⅱfyin晉亘Sks, it
Can " help lead induS住y, govem、
ment,釦d the generalpublic to a
Consensus on whatactions t0 仏ke

即dhowtoaⅡ伽ate0山dskreduc.

Ⅱon res01証Ces more eff此Uvely."
He l)elieves sRA has a re.

Sponsibiliw to enS山e 血at QRA
becomeS 飢 accepted 飢d useful
applied science. This can be done
by conunuing to provide a11inter、
disciplinary forum for 廿le discus、
Sion of ι11e 稔tional ma11agement
Of socie仏l dsk a11d con註nuing u)
iDsist on clarity in what is me飢t
by ri禽Camlysis,飢d 邸P此ia11y W11at

Garrick Takes sRA Helm

ノ

ノ

の

September,1989

撫

The 1989 Annual Meedng ofthe
S(玲iety for Risk N1田ysis W辺 be held
()ctober 29・November l at 血e Hotel

Nikko hl sa11F卿Icisco,the 丘rst研rest
Coast site ever m be chosen by the
Society. Hosted joindy by sRA'S
Northem 飢d soU血em C祉ifdmia

Chapwrs,山e meeting wiⅡ feat山e
approxhna比ly 70 sessions in 山e soci、
ew'SⅡⅡ駕ar毅Sofmtaest 叡χ髪壮n)ⅡCy;
hea1山 a11d environment;飢d engineer.
ing a11d S仏tiSⅡCS. The presen仏tion
IeS劃)nsehasb此noU個tandi11g飢dP奴11・
ises to make it 飢 excepliona11yliη血r、
esdng meeting.

C1証武訊乍ippleof山e日eC紅kp0覗,er
Research lnSⅡωte al】d Ray BoyMn of
C田ifomia S仏te unive玲ity、chico are
gene1乙I CO・chamnen of 伽e meeting,
飢d Bi11Ge虹er抑dBd飢Fag飢,b0小
Of pickard, Lowe,即d G町ick,r are
比Chnicalprog卿n cha辻Π1飢飢d assis・
仏nt chairln即, re叩ectively.

Organizing commitlee
In scheduling 血e sessions,血e plo・
Chairmen were assisted by sev・

elalcoordinamrs for 血e 山ree 釘eas of

interest. caron chess, Rutgers univer・
Sity,飢d Roger Kasperson, clar
University, coordinated 血eS伽i田 P01.
icy sessions; C1Ⅱds TraV玲飢d 入hry
Or釦, both of oak Ridge Nadon瓜
Iab0稔tory,coordinated 廿le health'釦d
environment sessions; a11d John Gar-
dck 即d B辺 GeMer, bot110fHCMrd,
王Owe,即dGardck,C伽r価佃妃d血een・
gineedng and S仏心Sucs sessions. Gar・
dck,the pNsident・elect,始 the cutrent
Chairm飢 of 血e kln山I Meetings

Committee・イCO,ui,ι蜘d0πPa苫e2.)

と無

、

B. John Garrick

is me飢ιbyQRA.wi小regard to
血e latter, he says,"ιhe key 鵡
new ideas, in伐11eC山al debate,
appealto young achievers, mea11・
ingfulresU1岱,飢d 丑 dem飢d for
qU田武y in 山eory 飢d pr即tice."

Toenc01ⅡageSωden6伯en比r
山e QRA field,the Nlassachuset岱
InSⅡ山te ofTechn010gy 飢dpLG
established 廿le B. John G町ick

FeⅡOWS11ipinNudearEnghlee血g
in 1986 W SUPI)0真 8稔dua紀
Students doing research in

イCO,ui11"ed 0昆Pa宮e 3.j

/

^
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0小er memMrs of Ⅱle 1989 An、

nual MeeⅡng org即izi11g comm娘ee
are: Je丘D帥iels, La町encel'ive血ore

Nation祉 1急boratory, ar卿lgemen詔
C11ahm叫 J伽F正Sel, Tehlowled即, hlc,
budgeta11d nnance chairr11an;即d sRA
nesidentDickschwhlg,Gem松IMdors
Reseatch 1急boratodes, plenary session
Chairm飢. sueB山kof血esRAsecre.

仏dat田So assisted 加 alta11gemen岱 atld
Publications.

Meeting openers
IM丘rst印註Ⅵ司,of小e1989kln山1
M此血宮WiⅡ民theconve血lgofsRA'S
C1証鵡nt(1988・89) councn from lt04
PMon sunday, october29.Thec0Ⅱn.
Cn mee註ng wiⅡ be f0110wed by 鵡gis.
廿ation for 止e mN血g at 4 PM and a
Ξ飢aa1舵町Ⅱon 丘α115t07 PM. nqote:
The new council (for 1989-9の WⅡ1
hold i岱 6rst meeting on TueMay,
October 31, at 7 PM.1

Helhninaw to t11e general mNt-
ng a two・day 廿ai11irlg course on
"QU師d捻tiveMet110dS即ds0世Cesof

UnN血inりlin Hea1小 Risk Analysis"
Wi11beconductedonFdday田ldsat山.
day. ne leaders wi11 be Kenneth G.
Bmwn即dDouglasJ.aawfmd、B1口町,
紋)t110f chapel HⅡ1, Nodh carolina.

PlenaN sesslon

neS武akerfo{'血eMondaymom、
ing plenary session wi11be wiⅡi町ID.
Ruckelshaus, twice the ad111m翻血tor
Of t11e u.S. EnV註onmental Hotection

Agency 即d C世rendy chairma11 and
Cbief executive of"cer of BroMlmg、
Fetds lndⅡSuies,1ΠC. DU血g t11e ses、
Sion hewi11Mawarded sRA'S DiSⅡn、

gⅡishedcontribⅡtion Award(seesepa"
tヨte story).

Buslness Meetlng
A business meeting wi11 be held
Mondayat5:卯 PM.Theresultsofthe
recent sNiety elections wi11 be 即.
n011nced a11d committN repor個飢d
business matW埒鵡quidng membership
action wi11 be presented.

Luncheon Banquet
In lieu ofa11evening b即quet,山e
Org飢Izing comm武tee opted for a
Lunch閃n Ba11queton TⅡesday. Dotlald
Kennedy, president of S捻11ford uni.
Ve鵡ity, wi11Speak on "Nsk Analysis:

.

AnnualMeeting schedule

S如d",od.ユ9

1:0O PM・1988-89 Council Meet血呂
4:0O PM - ReΞistration
5;0O PM-Gener且I Reception

Monday, od.30

&0O AM・Re即Stration 、
9:卯 AM・ plenary session
10:30 AM-Morning sessions
Noon 一見山IchBreak
1:30 PM-Aftemoon S閃Sions

5:0O PM-SRA BusiⅡess Meeting

TU6d霊y, od.31

フ:30 AM-New Member BreaMast

8:0O AM-Re郎tra註on
&30 AM・ Morni11E sessions
Noon ・1'uncheonB抑quet
1:30 PM-Afternoon sessions
3:30 PM-pc software Demo

5:0O PM・Glob址RiskAn址ysb
Section Meetin倉

フ:0O PM・1989-90 C0如C紅 Meet血客

Wedn伽day,NOV.1

フ:30 AM・chapter Brea籬'ast
&仭 AM ・ Re毎Stt丑tlon
8:30 AM-Motni口g sesslons
Noon -1'uncheonBanquet
1:30 PM-Aftemoon S邸Slons

Risk 丘om mxic ma比rials wiⅡ址SO
be addressed hl a number of 0血er
Sessi011S. sevelalsessions wiⅡ deal wi伽

inhala杜on an田or iDg郎Ⅱon expoS山e
assessments, wl one reporting on
Califomia's expedence wit11itsHOPO"
Sition 65 (safe ni11king water a11d
ToxicEnforcementActof1986). Risk
Posed by vadouS 加閑 ofincinerators
(municipal, hazardous waste, UⅡliw,
mobile) a11d by hazard0ⅡS waste land
Ⅲ即Osal sites W迅 also be discussed.
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On GIOMIRiskkwysis(see11仏y,1989
issue of Risk newsletter). The section
WⅡl hold a P1飢ning meeting at 5 PM
On TⅡeS血y, OC如Mr 31, wi血 Mike
T紅ler ofTiⅡer consulting Group act、
ing as the chair.

0血er 血加mation址 issues M11be

addressed on Monday 飢d Tuesday in
a two・session P飢el discussion on the
訂ansfer of hazardous t此hn010gy to
developing countries.

Intemationalrepresen始tion at 止e
meeting wi11 be provided by sRA
memberS 丘om ca11ada, JaP飢, swe.
den, Getmany,抑d ne Ne血ed即ds.

Right・to・Know sesslons
A n11mber ofse部ions wi11 be de、

Votedt0小ecommunityRight"m、Ktlow
Act (SARA Title 11D. A Monday
Workshop, chaired by Ann Fisher of
小e u.S. Environmental protection
Agency, wi11 be t111Cd " Risk commⅡ.
nication - Title 111F(冗11S," and t1Ⅱee
Wednesday sessions, organized by
VlaS仏 Molak ofthe Nationa11nS匝加te
Ofoccul)atioMl safew a11d H始1小, W辺
Cover V抑011S asP伽ts of 血e ヨCt, In・
Cluding 血e viewpolnts of b0小 止e
加dⅡS価址飢dt此h11iC址Comm血iW飢d
小e public.

1"essons from the war zone"(see
Separate stoty).

Area Emphases
Asin小epasL theAnnualMeeting

Plog卿11 Wi11 renect 血e interdisCゆli、
nary characterofthe sf児iety.1mmedi、
ately f0110wing t11eplenarysession,t11e
hea1血即d environmen仇1 丑rea wi11

司抑nsorasU1汝^iononAmscmited
by LincoblMoses ofS仏Πford univer、
Sity, a11d on the f0110witlg day the
engirleerhlg 飢d statiS廿Csarea wiⅡ箪刃n.
r 丑 Super sesslon on earthquakes
Chaired by Nlin come110f sta11ford.
0血er topics within the SⅨ)iety's t11ree
ar伽S of intetest WⅡ1 祉So be empha.
Sized t11rough011t the prograln.

Global Risk Ana!ysis
HOW "sk an紅ysis C釦 Contribute

加 the preseNation ofthe global envi.
ronmentW辺 1)e 止etopic ofaTuesday
Session on sP此ialdsk topics. some of
血e participan器 aN arnong those who
are organizing sRA'S Topical seCⅡon

Toxic Materials Rlsks
SRA Hais0口 actiV粧es with 0血er

SocieⅡes haveresulted in atwo-session

Sedes on T11eMay being c0叩onsored
by 血e A111eHC肌 S始ⅡSdcal Associa.

Uon's comm批ee on Ntlclear Regula、
tory Research. The sessions, chaired
by Mike GinevaflofRisk F伽US, W川
Comparedsk a"址ysesfortoxicchemi.
CalS 嶋,i小止Ose for 始dioactive mated、
als.

ーフー
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Risk perceptlon
Nsoonwednesday,afour・1玲rson

Pa11elW辺 discusS 山erecendyreleased
National Academy of sciences study
Ondskperception. RiskperNption飢d
dsk communica壮on WⅡlbe addressed

in atleast nine 0血er sessionS 即d wi11

be complemented by sessions on hsk
and e血ics, risk assessmenta11d l)olicy,
血e poliucs of 貞Sk, dealhlg with dsk
Controversy, and liability and
Compensation.

Risk Methods
A numberofse部ions wi11address

貞Sk analysis methods afld dsk model"
加g,血Particular血emodelin名ofnud伽r
Power pwlt componeΠ岱 a11d ec010gi・
Cal modeling. Two sessions wi11Cover
SPKific quanⅡ仏ιive dsk assessments,
Wit110{hers addressing unce血in紅es in
貞Sk assessmen6, probability and S仏・
tistics,卸d new ideas in dsk assess、
ment(e.g., hormesis). severalsessions
Wi11 focus on ca11Cer dsk assessment

techniques and carcinogenesis model・
Ing.

SRAAnnual Meeting session chairs

Nole: The sesS加ππ如lberS 8iveπ here ι勿 110lalW4yぶ'correぶP011dι0 ιh0工e
加 lhe pre1加i,1ary progr助1, which h4, beeπ reviゞed ιXleπぶively. The
Chail's a11dper工011Sprese111b18Paperぶ Jho"1dhανe received h0ιice qf飢y
Chα118es inlpaCιiπ8 ιhebses,m,ιf.り'you h4νe 伽yqueぶιi01ιSre8ardb181he
Chα118eぶ 111αde, C0πlaCι Sue B1ιrk a11he secreιαrmιイフ03・790・1745).

Gardck is a charter member of

SRA卸d hasbeen involved 加ΠUmer・

OUS S(冗iety aCⅡViⅡes,including seN・,
ing on 血e council,1986・88; chairing
山e Membership committee,1986・87;
Serving on 山e AwardS 卸d Nomina・'
Ⅱoncommittees,1987; d辻ecting ⅡⅡee
SRA.叩onsored sh0π C0山Ses on risk
飢alysiS 即d managementin industry,
19幻 a11d 1988;飢d iniⅡaⅡng sRA'S
SOU小em califomia chaP比r.

AV祉lable expoS山e data bases for
riskassessmenls W辺祉Sobediscussed,

ind荘ding da仏 for expoS1Ⅱe 山 radon,
arsenic, ozone, a11d dioxin. A cher・
noby1血仏baseW繊alsobepresented.

Large Englneered systems
Sessions on dsk assessment of

en8ineered systems wi11 be odented
toward space systems, offshore plat・
forms, nudear power plants, and 血e
Chemicalpr伽essindusuy. A TU船day
Session wi11 f(玲ⅡS on 山e separation of
亘Sk analysiS 飢d dsk management.

Computer software
Demonstrauon

A computer s0丘Wate demonsua-
紅on session is scheduled for Tuesday,
OCιober31from 3:30 PM 山 5:ωPM.

This session should provide 卸 excel、
Ientoppon叩iり, forindividuals orcom、
Paniesto demonS如鴨止eirdskanaly、
Sis related software. Those who desire

to demonstrate sof則are must reserve

仏ble space by contacting Bi11 Gekler
a【714・650-80卯 by october25,1989.

Other TOPICS
Numerous 0血er 飲)pics wi11 be
addressed d山ing 仙e 1989 A11nual

MAM.A: Rjch急ld schwi118
MAM.B:ιincohl Mose'

MAM.C: Y急COV H址訂槍工

MAM.D: Not m訂6訂ned

入仏M、E:直U8引le R0噐
MAM.F: D011呂1鮎 M真d'町1
MAM.G:R08erKきSpen卯

,

蔦IPM.A: C臭小γ SL 砿1紅ル
入狂IM、B:工olcnz Rhomber8
MPM.C: Na小帥 Siu

太IPM、D: AⅡこn whi比

入IPM.E: wi11ialn F鵡11denb山8
MPM.F: A山rn Fmk巳1

入Ⅱ,M.G: YU8址 1.ut1心
入IPM、H: Alm Fi3her

五ⅡユM、1: AI"1Fi3het

MPM、J: C窟lhy sL 砿1血鵡
入IPM.K: Kurι R1耳lke

MPM.L: S仏111{ヨy邸
N四M.M: R抑玲1砥駄11i

MPM.N:S山IKヨP1肌
N炉M、0: Bt紅ldon lolm3伽

MPM、P:01魯 Sven3伽

TAM、A: MiC1鴇elGiMV帥

TAM、B: Theod0詫 Sιet1山名
TAM、C: Donaldwil'伽

TAM.D: A山ln Firlkcl

TAM.E:Rot胎tt MUIVⅡ'11

H魯tti3 Gr酬11鴇璃
TAM.F:1Uch町d schwh18
TAM.G: derylT踵Vi'
TAM、H: A11山偽me11

TAM.1: Mid皿elGi1比V血

TAM.1: GC0τ呂e AleX伽ff
TAM.K:1M悼ldwilson

TAM.L: R全ylnond Ft此mヨn
TAM.M: RⅡι吐工 M0五'ml
TAM.N: Bτ如d伽10M3如

1アM.A: Fled 質oerget
1アM.B: L急UMlzei工e

1アM.C: R鼻yι即ndF1毛em卸
IPM.D: HelmΞ BIOM'

IPM.E: Lloyd Hlilip$Ⅸ1
1アM.F:」0如le Ni認
1アM.G: Geor宮e AP03t01ゑki3
1アM.H: H0Ⅱy Hヨ誌em財・FIW
1アM、1: Gay Goodm町
1アM.1: Ali Mosleh

3

1アM・K:D町ByTd
IPM、L:J則1目比TルU止

1アM.M: MdlM11111er

Eh呪r0丘帥bMher

WAM、A: vla乳ヨ M01ヨk

WAM、B: Roger sielkm
WAM、C: b五y Rhdn'
WAM、n Adaln Fhlkel

WAM.E: R0そ鴇rt bn8
WAM.F: kldlew siVヨk

WAM、G: A1皿 Fi工Mr

WAM、H:vla弐息M01*

WAM、1: Alm Fi工11er

WAM.」: A1帥 Ruli3

WAM.K: H血Ce cU11in'foM
WAM.LRob山Cヨ越or

WAM、M:JOM pettecone

Meeting,indudingapplicationsofdsk
assessment 山此onomiC田迅lyses,SⅨila
Science 伽eory 飢d risk,即d computer
dsk assessment. Altoge山er,血e pro-
gram, which wi11 Usua11y be onedng
SevenconCⅡnentsessions,W辺 include

approxilnately 285 Pa1玲rs.

-8-

Garrick Takes Helm

イCO"ιiπιιedjrom pa台e l.j

PmbabilbⅡCdsk卸d鵡liabiliW飢田ysis.
Asimilarfe110wship waseS仏blishedaι
血e university of C址ifomia, LOS
Angeles.

Gardck r此eived his MS 飢d phD

in engineedng a11d applied science at
UCLA and is C山rently 飢 adjunct

WPM.A:10yce MCCヨ1皿
WPM、B: steV閲 W鮎hbum

WPM.C: Ad schuylet
WPM、D: M乳Mγ1罵工 K亀Zali町'
WPM、E:Rob(山興川仕
WPM.F:Ⅵ那口 Molak

ProfessortheN. He r此eived his Bs in
Physics atBdgh飢IYoung unive鵡ity;
in 1955 he gradua比d 丘om 血e preSⅡg・
i0ⅡS oak Ridge scho01 0f Reactor
Techn010gy.印S expedence bldudes
18 years wi山 Holmes & NaNer, five
years wi山血e u.S. Atomic E11ergy
Commission, and 14 years at pLG.
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フ。関述する学会・講演会の案内

CALL FOR PAPERS

Interna"onal conference on

Probabi訴Stic safety Assessment and Management(PSAM)

Beverly HiⅡS, califomia
February 4・フ,1991

for 01)erator uaining, comPⅡtcdze(10pcrator aids, ar・Thc sNicw for Risk Analysis is sponsoring 即
Ⅱficialin比11igcnce in supl)od orsafely, software systemintemational conference to provide a forⅡm for 小e
Sarety, implicalions of advances in computer power,PreseΠ仏tion ofscient愉C pal)ers covering 小e melhod'
na1Ⅱral ph即omena. multihazard analysis, aging of010gy and applications ofsys{em・based approachcs lo
Syslems and S如Clure, reliabilily・bascd dcsign, acci・Ihe desig" arld safc operalion of lechn010gical sys・
dcnl managcment, and risk communicalion.Iems and processes. These indude ΠⅡClear plants,

Chemical and petroleum facililies, defense syslcms,
aerospace syslems, and the lreaιmcnl and disposal of FO"r copics of a looo・word summary should be
hazardous wastes. Submit{ed by Apri16,1990,加小e Gcneral chairman:

George AI)oslolakis, Mechaηical, Aerospace, andTech"ical sessions wi11 be organizcd on safeιy
Nuclear Engineering Deparιmen【, universily ofcali・managemenland decision m且king, risk・based regula・
fomia, LOS Angcles, CA 90024・1597, USA. For fur・Iion, probab盤is{ic and nonprobabilistic mo(1Cls for
小er informalion, conlact AI)ostolakis at phone 2B・Safety assessment, uncer捻inty analysis, uncc「仏intics
825、BO0, TeleX 3716012 UCLA LSA; or Telcfaxin physical and chemical processcs, exl)cd judgmcnt
213.825-0761.eⅡCilation arld use, h山n飢 N1稔bi蹴y,risk・ba鵠d me小ods

S R A の主催する国際会議" probabilistic safety Assessment & Management"の開催委

員長 Prof. G. Apostolakis univ. of cal. LA.から京都大学工学部井上紘一孝戈授(会員)
宛に SRA Japan section でーつの分科会を組織してくれるようにとの要請がありましナこ0

関係する会員の方々の積極的な参加をお願いします。

連絡先:京都市左京区吉田本町京都大学工学部航空工学教室井上紘一教授
電話:075-753-4975

締切:英文要旨(1、ooo words)、 2月末日までに井上教授にご連絡下さい0

キ

.
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8。新会員名縛(1989年8打以降)

'

武藤

毎日新聞社大阪本社社会部
東京大学工学部都市工学科
メリタスクラプ東京イ

本原子力発電(株)技術開発本部日

浜市立大学医学部衛生学教室
国立公害研究所
(財)結核予防会結核研究所

京都水道局水質センター調査課
日アイビーエム(株)藤沢工場人事安全衞生
国立衛生試験所化学物質情報部
京大学工学系大学院都市工学専攻
召和 ル石油(株)環境安全室

、

(社 全 国市有物件災害共済会 災専門図書館
京都大学工学部交通士木工学教室
(株) アイ

、、、

凡,ノ{'.

ダイソ (株)環境安全部
環境庁企画調整局
近畿大学工学部建築学科
人 (株) 阪本社「

新聞 反本社企画報道室日

運輸キ 合舶技術研究所システム技術部
尹藤忠商事(株)
関西竃力(株)広報部原子力広報グループ
学習院大学法学部
京大学大学院工学系研究科都市工学専攻
綜研化学(株 プル^

動力炉核燃料開発事業団安全部安全管理課
古屋大学工学部建築学科
神戸大学法学部
(財)未来工学研究所
京王義塾大学医学部
帝人(株 ソス

桂子

第一研究部
衛生学公衆衛生学教室
ム技術研究所

海上再保険(株)企画調査室
(株)社会本部企画室

、

、
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